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研究成果の概要（和文）：低ヒマラヤ山地斜面に発達する地すべり地形の分布図作成を通して，

地すべりの発生しやすい地形･地質条件を明らかにすることでハザードマップ作成のための危

険度判定基準を明らかにした． 
 
研究成果の概要（英文）：Criteria development of geomorphological and geological conditions 
for disaster susceptibility ranking was studied through inventory mapping of landslides 
covering Lower Nepal Himalayas and superimposing the inventory map and geological and 
DEM. 
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１．研究開始当初の背景 
 200-2500m の山地斜面が数千万人以上の
居住･生業活動の場となっている低ヒマラヤ
帯では大規模地すべりや表層崩壊発生が社
会整備の障害となっていることから地盤災
害危険度評価地図を開発が急務と考えられ
た． 
２．研究の目的 
  ヒマラヤの山地斜面を対象に活断層との
位置関係も考慮した同山地斜面の地盤災害
危険度評価を行う． 
３．研究の方法 
 ネパール中西部と最西部について地すべ

り地形分布図および表層崩壊分布図を空中
写真判読から作成し，地すべり地形･表層崩
壊分布図と地質図，起伏図，活断層分布図と
重ね合わせることで，大規模地すべり地形の
発生場の特徴をGIS的手法を活用しながら
明らかにする． 
４．研究成果 
 ネパール中西部の東西 100km，南北 60km，
6000 平方キロ以上の地域について地すべり
地形分布図を作成した．この成果は，一次資
料としての地すべり回避地図を完成し低ヒ
マラヤ地域における社会整備に大きく貢献
できる点でその意義は大きい．また，地すべ
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り地形分布図と地形･地質データとの重ね合
わせによって，大規模深層地すべりの発生に
おいては，活断層からの距離よりはむしろ，
地質帯と斜面勾配が大きく関与しているこ
とが明らかとなった．さらに低ヒマラヤ山地
斜面においては，分布岩種ごとに地すべりの
発生頻度が急増する斜面勾配が存在するこ
とから，それらを地質帯ごとの限界斜面勾配
として，斜面の危険度判定の閾値として設定
することが可能で有ることを明らかにした．
その結果，ヒマラヤ地域全般を覆う広域的な
斜面災害危険度予測地図作成を開始できる
段階にたかめた． 
 さらに，ネパール西部において表層崩壊の
発生場としての斜面勾配と活断層からの距
離を検討した結果，断層からの距離と斜面勾
配が表層崩壊発生への関与が大きいことを
明らかにし，それらをもとに斜面災害危険度
マップを試作しその普及を始められる段階
に至った． 
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